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本提案では、「下水汚泥の消化汚泥を基質としてバイオガスを産生する嫌気菌叢」と「アルカリ性条件下

で高濃度のCO2を固定できる微細藻類」を併用することで、嫌気消化で生産されるバイオガスのCO2を除

去できる。CO2固定化で増殖した藻類バイオマスは、畜産・養殖飼料として利用できる。
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概要

バイオガスと飼料を同時に生産できるシステムの
構築

カーボンニュートラル・環境

キーワード：バイオガス、藻類バイオマス、CO2資源化、飼料・餌料

①下水汚泥だけで
なく、食品廃棄
物からもバイオガ
ス生産可能

②高品質なバイオ
ガス（CO2が除
かれた高純度の
メタン）を生産
可能

③ CO2固定で増殖
した藻類は、飼
料としての利用
可能

10% CO2 ，pH 9.0 で集積、分離された
好アルカリ野生藻類（特願2024-141143）

下水汚泥を分解し、バイオガスを生産する嫌気菌群
DABYS菌叢（特許7695683 ）
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果菜残渣では水素、畜肉残渣ではメタンを生産

藻類培養の併用でCO2を
完全に除去、藻類は増殖
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バイオガスと飼料を同時に生産できるシステムの
構築

カーボンニュートラル・環境

キーワード：バイオガス、藻類バイオマス、CO2資源化、飼料・餌料

• 特許第7695683号
微生物混合物、メタン産生用組成物、及びメタン産生方法

• 特願2024-141143
バイオガスの製造方法及び食品若しくは飼料の製造方法

メタン

二酸化炭素

吸引エアポンプ ガスホルダー

今後の技術開発で計画する汚泥分解・改質バイオガス生産リアクター

① 嫌気消化槽で汚泥等のバイオマスが
分解され、バイオガス（CH4 + CO2）
が生産される

② バイオガス（CH4 + CO2）が藻類
培養槽に送られ、CO2は藻類に固定化
され、CH4は揮散する

③ 揮散したCH4がエアポンプで回収され、改質バ
イオガス（高濃度CH4 ）としてガスホルダーへ

スケールアップ

④ 増殖藻体は家畜飼料等に活用する

乾燥藻体を投餌したブラインシュリンプは藻体を摂餌して生育（消化管が緑色に）

OY株 FR株 KU株 UF株 UP株 SH株

SG株 MA株 IS株 TM株 スピルリナ 無投餌

✓ 食品工場で排出される廃棄物の削減
✓ バイオガスを生産し、工場稼働エネルギーとして有効利用
✓ 家畜飼料、養殖魚餌料として藻体を活用し、成長促進、栄養価改善

アピール
ポイント（続き）

④嫌気消化と
藻類増殖は
別々の槽で
行い、衛生面
での懸念が小
さい

本成果はJST_トライアウトの
研究成果に基づくものです。


